
 

 

 

プログラム 

13時 30分  開 会 

       開会あいさつ 

       日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ 

       協力委員 保科 隆（ほしな たかし） 

 

13時 35分  山崎知行（やまざき ともゆき）医師 講演 

      

14時 38分  寺澤政彦（てらさわ まさひこ）医師 コメント 

 

14時 50分  ２名の医師によるクロストーク 

 

15時 08分  会場参加者との質疑応答、意見交換 

15時 27分  閉会あいさつ 

       日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ 

       運営委員長 布田 秀治（ふだ ひではる） 

 

15時 30分  閉 会 

 

☆地震などの緊急時、落下物等から身を守り、落ち着いてスタッフによる誘導・ 

案内にご協力ください。 

 

☆会後、お時間ございましたらアンケートへのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

本日はご来場、ご参加をありがとうございました！！ 

 

福島に通い続けた医師 

  チェルノブイリ・福島原発事故を  

通してこれからを考える 

    
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2023年 １１月1１日（土） 13:30～15:30 

    於：東北教区センター「エマオ」 ３Fホール 

 

       主 催：日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ 

      



講師プロフィール 

 

1984 年和歌山県岩出市に上岩出診療所（内科・皮膚科・小児科）開業。 

1986年のチェルノブイリ原発事故以降、医師の立場から放射線被ばく 

被害に注目、被災地を何度も訪問。現地住民や医師との出会いを重ね、 

学びを続けている。 

日本キリスト教団愛隣教会会員。大阪教区核問題特別委員会委員。 

 

2011年の福島原発事故後、大阪教区による派遣支援を受け、福島県や 

宮城県を定期的に訪問。予防原則を重視し、放射能汚染による被ばく 

影響や子どもの健康に不安を持つ保護者への健康相談を継続している。 

   以下、クリスチャン新聞 2019年 7 月 14 日号より。 

「イエス様は必ず一番弱いところに降りてくださる。クリスチャンはその生き方にならい、 

その姿勢を大切にしないといけないと思うのです。」 

 

コメント ・ クロストーク 

 

 

「自分の家族に接するように患者さんに接する」 

てらさわ小児科を宮城県仙台市内に開業、医院院長。 

宮城学院女子大学非常勤講師。 

診療だけでなく、病児・病後保育を担うなど、地域住民に 

信頼され、子どもたちの健康を支えるために果たしてきた 

功績は大きい。 2011 年３月の福島原発事故以降、小児科医として、 

放射能問題支援対策室いずみが実施する甲状腺検査活動を 

献身的に支えるほか、県内外住民の要望に応えて甲状腺検査を行ってきた。 

  

20230720 参考資料 3 甲状腺検査結果の状況（第 48回「県民健康調査」検討委）より 


